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（ロ）音楽を文章化させ話を作らせる試み一注8，（現文は，音楽によるイメー
ジ化の促進とその結果と言うタイトルで，文章化させるだけでなく動きも表
現させていたが，この論文においては（イ）の音を演ずるとダブルことにもなる
のでタイトルを変更した。又，5つの例があるが初めの例を記す。）
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　この曲を聴いた受講生が描いたイメージは，それぞれ次のように文章表現
された。
　　　　　　　　　　　　　　　一38一
（a）朝
朝日が静かに登り始め，やがて小鳥のさえずりが聞こえてきて，すがすが
しい朝が訪れた。
（b）ピノキオ
　あやつり人形（ピノキオ）が妖精の魔法によって人間になるがいたずらば
かりする。妖精は困ってしまい，以前のあやつり人形にもどしてしまう。
（c）ねずみの散歩
　ねずみが二匹で散歩に出かける。途中でチーズを見つけ，一匹はお腹一杯
食べてしまい，動けなくなる。もう一匹のねずみはチーズを持って帰る。
（d）人　形
　おもちゃ箱から夜中になると人形が出てきて楽しく遊ぶ。やがて朝が近づ
くとまたおもちゃ箱へと帰って行く。
（e）つばめ
　つばめの親が巣の中でえさを待っているひな鳥のためにえさをさがす。
　この曲の特徴は，最初の2小節と13小節～16小節の速いリズムである。（a）
～（e）までのイメージは，この部分をとらえ，（a）の小鳥のさえずり，（b）のいた
ずら，（c）の急いでチーズを食べる，（d）の楽しく遊ぶ，（e）のえさをあちらこち
らとさがすというように，テンポの速さが共通のイメージとしてとらえられ
ている。また，4小節～8小節，17小節～20小節のやさしいメロディーを（a）
はすがすがしい朝の訪れ，（b）は妖精の魔法，（c）は散歩，（d）は夜の静けさと朝
の訪れ，（e）のつばめの親子のイメージで表現している。　（以下省略）
⑲　オペレッタによるイメージの促進
　10数年白鴎女子短大のオペレッタクラブの指導と顧問をしてきてそのまと
めのようにもなってしまうが，オペレッタは何と言っても総合された芸術で
あり，色々な要素が多分に含まれている。言わば，ままごと遊びから劇遊び
そして小オペラヘと発展したものである。そこには音楽に合わせ歌ったり踊
ったりすることや，なにげない仕草にも表現があり，一人一人が自分の役に
満足できうる，さまざまなイメージ表現が必要となる。そしてそれをささえ
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る回りの環境（小動具やバックの風景，草一本であっても）づくりにも色々
なイメージが必要である。それには学生それぞれの感性やイメージを認め合
い共通のイメージを形成する過程が生じ，創造性を豊かにすることはもちろ
ん協調性や連帯感を生み，音楽が不得意だった者も他の領域も含まれるので
個性を発揮し意欲的に取り組めるのが特徴である。
　この項は，以上のように総合されたものであるため，もっと大きなまとめ
のような単元にして考えるべきところであるが，もっとも音楽に関連してい
ると思われるので，音楽的イメージを促進させる例に含めた。
　B．造形的な面からイメージを促進させる法
　「アートカード」によるイメージの促進一注9，
　「アートカード」とは造形教育を主眼とした幼児のための新保育教材である。
考察のもとになったのは紙芝居であるが，従来の紙芝居の物語を中心とした
ものから，画面主導型の教材へと発展させ，それぞれの画面を自由に組み合
わせることができるようにし，保育者と幼児達とで“なぞなぞ遊び”や短い
“お話”を創作して楽しむための教材である。一口で表現すれば“台本のな
い造形紙芝居”と言えよう。　（中略）
　本来，紙芝居は“絵話”と呼ばれた時期もあったほどで，物言剖生を重視す
るものである。絵を見て物語を聞くことは，幼児にとって楽しいことであり，
話の内容を理解する上で有意義なことであろう。作画する側に立って考える
と，どうしても劇的表現にならざるを得ず，芸術性に乏しい説明画が要求さ
れがちである。
　従来の紙芝居とは逆に，まず画面があり，それらの数枚を組み合わせるこ
とによって“話”を作る方法があるのではないか。また説明的要素の強い画
面よりも単純な図形で構成した画面の方が幼児達の想像力を豊かにすること
ができるであろう。更に，画面の上下を逆さまにしたり，自由な画面の組み
合わせによって即席絵話も可能ではないか。　（中略）
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〔作例　　No1〕 〔作例　　No4〕
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①円の組み合わせをねらう。大き
　めの半円（青）と小円（黒）とで
　乳母車を想定したものである。
②台紙を180度回転させ，蛙の頭部
　を連想させる。目を二重にして表
　情を強調する。
③上下2通りの画面ができたが更
　に小さめの三角形（黄）を配置し
　てみる。三角形の帽子をかぶった
　人形のイメージに変わる。
④画面を元に戻すと，あひる，ふ
　くろう等の頭部に変わる。また半
　円を逆に配置する異なったイメー
　ジになるが，4通りの物が一画面
　で処理されれば十分である。
（以下，作例，その他省略）
①3枚の三角形（赤）で構成し，
　中心に黒の小円を目として配置す
　る。サンタクロースのイメージで
　ある。
②上下逆さに向けると犬の顔にな
　る。赤い色は犬を連想させる色相
　ではないが，直線による構成のた
　め幼児には歓迎されよう。三角形
　や円の位置を確かめて配置すべき
　である。
C．文学的な面からイメージを豊かにする法
前項のアートカードで新井氏は，紙芝居は物語の状況的絵の内容になって
しまうと言っているが，確かに紙芝居は劇的説明を絵でしていることになる
ので，そこに表現される絵はやや描写的にならざるを得ない。しかし氏の論
じているアートカードは，心理的要素も感じられるが，芸術性の面から感じ
ることができるイメージは非常に高いと言える。
さて前項Bと逆の方法で前項に関連しているかもしれないが，文学的な面
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からもイメージや感性を豊かにすることができる。一口に文学的なものと言
っても数えきれないが，おおまかには次の様に分類できるであろう。
　小説，物語，おとぎ話，戯曲，詩，歌，随筆
等であり，これらはすべて言語表現によるものである。人間はそれらの言語
表現を知覚する度に絶えずイメージをしていると言っても過言ではない。我
々大人はそう言う社会やマスコミの中で生活しているのであり，又，そう言
う文学的なものがなかったなら世の中は無味乾燥になってしまうのである。
　これらをイメージする方法は色々考えることができる。詩や歌詞を読んで
色や絵に表現するとか，童話等のお話を聞いて，音で表現するとか，パント
マイム等の体で表現するとか，豊富なイメージと表現の方法が考えられる。
特に詩や歌詞には内容を連想されるような夢や希望の要素が含んでいる。そ
してこれらの文学作品に触れることは，知性や感性のある豊かな人間になる
ことは言うまでもない。
3．まとめ
　新教育要領の「表現」における観点は，前にも述べたように豊かな感性を
育て，感じたことや考えたことを表現する意欲とか創造性を豊かにすること
と述べているが，結局のところ指導者である教員が幼児のもっている感性や
創造性の芽に気付き，その芽を伸ばし開花させてやることにあり，幼児の立
場に立った繊細な感覚が必要である。
　あらためて言うまでもないが，人間の感性とは，目・耳・鼻・舌・皮膚の
5器官より感じるセンス（感覚）の度合いであり，それぞれ関連し合ってい
るが，視覚と聴覚の器官は主に知識や情操面を覚える器官であり，　「表現」
においては視覚と聴覚を中心に五感を刺激し，より高い感性を培うことにあ
る。そう言う意味から養成校としての「表現」のあり方は，幼児の現わそう
とする芽をキャッチし，いっしょにイメージし増幅してやれるような，学生
自身の感性を磨くことで，学生の表現する意欲を示唆することにあると考え
る。
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　前項であげた試みはそのほんの一部であり，まだまだ沢由の方法があると
思うし，他の領域においても同じであり，我々はその方法について研究し，
色々の試みを行なわなければならない。そして日常生活の中の単なる喜・怒
・哀・楽の感情から心を動かす感動を体験し，豊かなイメージを持たせるこ
とにあり，美的情操面の感性を伸ばすことが「表現」の目的になってゆくの
ではないか。しかし問題はその結果だけを求めるものではなく，それに至る
プロセス（過程）が非常に大切なのである。そして色々の方法と体験を暗中
模策する中に，感性やイメージが洗練されて行くものである。
（注）
1　幼稚園教育課程講習会説明資料S．63．8，文部省初等中等教育局幼稚園課p20．
2　1と同資料p26。
3　1と同資料p17．
4　1と同資料p25～p26．
5　1と同資料p26．
6　白鴎女子短大論集第11巻第2号　昭和61年9月30日発行
7　名古屋短期大学保育科論集「保育の現代的課題」から，坂野哲子・小西由利子著の
　保育内容「音楽リズム」における表現活動の問題，豊かなイメージ形成のための試
　論S61．3．20発行，p52～p55．
8　7と同論集よりp69．
9　秋葉学園短期大学紀要第5号（1988）より，新井規夫著「保育教材としてのアート
　カード」p70～p71．
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